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房室結節二重伝導路 に関する臨床的および電気生 理学的検討

金沢大 学医学部内科学 第 一 講座 く主任 二 服部 信 教探I

久 保 田 幸 次

く昭 和6 1年 3 月10 日受付I

房室結節回帰性頻拍の 成立機序 を明 らか に す る た め
， 房室結節二 重 伝導路の 臨床的意義 と電気生理

学的性贋 を検討した
．

心 房 早期刺激試験を行 っ た 22 1 例中4 6 例く21 ％うに房室結節二 重伝導路 が み られ た ，

こ の 房室結節二 重伝 導路 は， 臨床的 に 発作性上 室性頻拍 を有す る もの で は25 例中 18 例く72 ％う，
これ を有

しな い も の で は 1 9 6 例 中28 例 く14 ％1 に認 め られ た ． 臨床的 に発作性上 室性頻拍が 記録 され た 25 例中 16

例は， 電気生理学的検査 に よ り頻拍 の 機序は房室結節回帰性頻拍と 診断さ れ
，
う ち 15 例 に おい て 房室結節

二 重伝導路 の関与が 示 さ れ た
． 洞調律 時の A H 時 限 房室結節の 有効不応期と機能的不応期お よび 最短1

対 1 房室伝導刺激周期は
，

い ずれ も房室結節 二重伝導路 の 有無 に より差 は なく ， 房室結節二 重伝導路を有

する 46 例と正 常対照 群 25 例 の 2 群間で も差 を認 め な か っ た ．

房室結節 二重伝導路の 電気生理 学的特性 と して
，

A H 時間 とf a st p a th w a y の 不 応期の関係に つ い ては，

A H 時間と有効不応期と の 間に は r こ 0 ． 3 7 1くp く0 ． 05l
，

A H 時間と機能的不 応期と の 間に は r
こ 0 ．4 4 5 くp く

0 ．0 1l ，
さ ら に A H 時間と 最短 1 対 1 室房伝導刺激周 期 との 間に は r

ニ 0 ． 4 4 0 くp く0 － 05 1 の 正 相関が認 めら

れ た ， 房室結節二 重伝導路 を有す る 46 例 は
， 心房早期刺激試験 に よ り房室結節回帰性心 房 エ コ

ー

が誘発 さ

れ な か っ た 26 例 くA 鮒 ， 単発 の心房 エ コ
ー

が 誘発 され た 7 例 は 君判 お よ び心 房 エ コ
ー か ら房室結節回

帰性頻拍 に移行 した 13 例くC 瓢 の 3 群 に 分類 され た
． 逆 行 性 室 房 伝 導 は

，
B 群 と C 群 の 全例 に み ら

れ たが
，

A 群で は 26 例中12 例 く46 ％いこみ られた に す ぎな い
． 最短 1 対 1 室房伝導刺激周期 は，

A 群 12

例 に おb l ては 52 7 士1 3 4 m s e c く平均値士標準偏 勤 で あ っ た の に 対 し
，

B 群 37 6 士6 3 m s e c
，

C 群37 1 士4 6

m s e c で あり，
A 群で は B 群 と C 群の い ずれ に 比 し て も 有意 くそれ ぞ れ p く0 ． 0 5

，
0 ．0 11 に 延長 して い た ．

心房 エ コ ー が頻拍 に 移行 す るた めの 条件 を検討 す るた め ，
B 群と C 群 の 2 群間で の 房室結節の 電気生理 学

的特性 の比較 を行 っ た と こ ろ
，

最短 1 対 1 房 室伝導刺激 周期 は B 群 45 4 士7 1 m s e c
，

C 群 37 3 士 40 m s e c で

あり， 前者は後者に 比 し有 意くp く0 ． 抽 の 延長を示 した ． 房 室結節 二 重伝導路は 頻拍 を有 しな い 症 例に お

も1 て も しば しば認 め られ る 電気生 理 学的反応 で あ るが
，

そ れ を興奮旋回 路と す る房室結節回帰性頻拍の 成

立 に は順行性伝導に 関 して は sl o w p a th w a y の
，

逆 行性伝導 に 関 して はf a s t p a th w a y の 両者の 電気生理

学 的特性に よ り規定され るも の と考 え られ た ．

K e y w o r d s d u al a t ri o v e n t ric ul a r n o d al p at h w a y s
，

a t ri al e x t r a sti m ul u s

t e sti n g ，
at ri o v e n t ric ul a r n o d al r e e n t r a n t t a ch y c a rd i a ．

房室結節二 重伝導路 くd u a l a t ri o v e n t ri c u l a r n o d al 室結 節に お け る伝導時間と不 応期の 異 な る 2 本の 伝導

p a th w a y s
，
D A V N P 用 ， 19 5 6 年 M o e ら

りに よ り電気 路の 存在が 考 えら れ る
1 川

． 従来より
，

この D A V N P の

生理 学的に 示 唆され た ． す な わ ち心 房あ るい は心室 に 発生機序 に 関 して 多 く の 報 告11 州 が な さ れ 検討さ れ

早期刺激を与 えた時， 早期刺激 の 連結期と房宣伝導時 て きた
． 実験的に は， 微小電極法を用 い た成績1 1 川 に よ

間の 関係よ りみ た伝導曲線が 非連続性 を示 す場合に 房 り D A V N P は房室結節 に お け る不 均 等伝 導 に よ っ て

A b b r e vi a tio n s こ A V C L I Nl
，

Sh o r t e s t p a c e d c y cl e l e n g th w ith l － 1 a t ri o v e n t ri c u l a r n od al

c o n d u c ti o n 3 A V － E R P
，

eff e cti v e r ef r a ct o r y p e ri o d of th e a t ri o v e n tri c u l a r n o d e i A V － F R P
，

fu n c tio n al r ef r a c t o r y p e ri od of t h e a t ri o v e n t ri c u l a r n o d e ニ A V N － A e
，

at ri o v e n t ric ul a r n o d al



房 宴結節 二 重伝導路に 関す る検討

生ずる電気生 理 学的現象 で あ り
， 機能 的なも の で ある

とされ てき た ．
こ れ に 対 し て

， 臨床 的 な成 績 で は
，

D A V N P の 存在 は房 室結節 に お け る器 質的病変 と関

連を有す ると す る報告1 机 7，と
， 逆に D A V N P の 有無で

房室結 節の 伝 導機 能 に 差異 は み ら れ な い と す る 成

績潮 川 が あり，
必 ず しも意見の

一 致 をみ て い る わ けで

はな い
．

房 室 結 節 回 帰 性 頻 拍 くat ri o v e n t ri c ul a r n o d al

r e e n tr a n t t a ch y c a r di a
，
A V N R T l の 成立機序の 1 つ と

して ，
こ の D A V N P を興奮旋回路と す る リ エ ン トリ

ー

現象に よる こ とが 実験 的2 ト 4Il l ト 1 5 恨 も 臨床的
5 ト 岬 に も

示唆さ れ てい る ． した が っ て
， 臨床上 A V N R T を有す

る 例 で は 多 く の 例 に お い て D A V N P が 証 明 さ れ

る
7 刷 1 61 川 抑

こ と に 関 し て は異論 は な い も の と思 わ れ

る
．
しか し，

こ こ で注目 した い こ とは A V N R T を有 し

ない 例 にお い て も電気 生理 学的検査 に よ り しば しば

D A V N P が 証明 さ れ る こ と が 知 られ て い る こ と で あ

る
1 61 川 2 11 2 2I

． B i g g e r ら
2 31お よ び G old r e y e r ら

2 4
闇

，発作

性上 室性頻拍症 に お い て房室結節 を介す る伝導時間の

臨界的延長に 伴 っ て頻 拍が 生ずる こ と よ り ， 房室結節

に お ける伝導遅延が頻 拍の成立 に 重 要 な役割 を担 っ て

い る こ と を示 した
．

こ れ に 対 して
，
A V N R T の成立に

はむ しろ房室結節の 不応期の 短縮 が重要で あり， 房室

結節を介する伝 導遅延の 関与 は少な い とす る報告
2 1I

も

ある
． しか しながら

，
お よそ リ エ ン トリ

ー 現象は興奮旋

回路に お け る伝導時間 と不応期の 両者 の バ ラ ン ス の 変

化 に よ り そ の 成 立 が 規 定 さ れ る も の と 考 え ら れ

る
25 ト 2 9I こ と か ら

， 両者の指標に 関 して 相互 に検討す

る こ とが 必要 と思わ れ る ． そ こ で 本研究で は
，
D A V N P

の臨床的意義 と その 電気生理 学的特徴 を明 らか に し
，

つ い で D A V N P を興奮旋回 路と す る頻拍， す なわ ち

A V N R T の 成立 機序 に 関し て D A V N P に お ける伝 導

性と不応期の 両者の 関係を明ら か に し
，

不整脈 に 関す

る臨床応用 の
一

助 とす る もの で あ る ．

対象お よ び方法

I ． 対象症 例

昭和 54 年 4 月 よ り昭和59 年 1 0 月 の 間に
， 金沢大学

第
一

内科お よ びそ の 関連施設 に 動惇 ． 失神 ． めま い や

心電図異常の 精査の た め入 院し た症例 の う ち， 電気生

理学的検査 を 行 い 解 析 可能 で あ っ た 22 1 例， 男10 7

例
，

女1 1 4 例 を 対象 と し た ． 年齢 は 14 ヘ
ノ

8 2 歳， 平 均

50 ， 2 歳で あ っ た ．

3 6 3

臨床的 に と ら え られ た不 整脈 は洞不 全症候群 42 例
，

洞性徐脈 20 例，
発作性心 房細動 25 例

，
発作性上室性

頻拍25 例
，
心室頻拍12 例で あ り ，

その 他の 不整脈 あ

る い は不 整脈 を診断し え な か っ た症例 は 97 例 で あっ

た
．

な お
， 副伝導路症候群ある い は逆行性伝導の み 可

能 な E e n t 束 を有す る例お よ びIl 度な い し1II 度房 室ブ

ロ ッ ク例 は今回 の 対象か ら除外 した
．

ま た
，
電気生理

学的検査に よ り D A V N P が証明さ れ ず， 頻拍発作 を思

わ せ る動惇 を訴 えず， 心 電図所見が 正 常で
， 長時間心

電図モ ニ タ
ー で 不整脈が 記録 され ず， 器質的心疾患が

除外 され
， 電気生理学的検査 に よ り不整脈が誘発 され

な か っ た 25 例 を正 常対照群 と した ．

I王 ． 電気生 理 学的検査

電気生理 学的検査 は， 少な く とも 4 8 時間以前に 全て

の薬剤の投与 を中止 し
，

安静臥位 で行っ た
．

レ ン トゲ

ン透視下 に 3 本の 電極 カ テ ー テル くU S Cl
，
2 9 4封 を大

腿静脈よ り経皮的 に 心腔 内に挿入 した ．
1 本の 4 極電

極カ テ ー テ ル を 上大静脈 と右房の接合部付近 に お き
，

カテ ー テ ル の 近位2 極 を高位右房電位記録に ， 遠位2

極 を刺激 に 用 い た
．

1 本の 双 極電極カ テ
ー テ ル を三尖

弁中隔付着部付近 に お き ， H i s 束電位記録用 と した
3 01

．

さ ら に 1 本の 4 極電極 カテ ー テル を右童心尖部付近 に

お き
，

近位2 極 を右室電位記録 に ， 遠位2 極 を刺激 に

用 い た ．
また 必要に 応 じて ， 他 の 4 極電極 カテ

ー

テ ル

を肘静脈 よ り冠静脈洞 に 挿入 し左房電位記録用 と し

た ． 刺激は連続お よ びプ ロ グ ラム 可能な刺激装置 帽

本光電，
S E N ．7 1 0 31 を 用 い

， 持続時間 2 m s e c の矩形

波で刺激開催 の 約 2 倍の 強さ で与 えた ． 記録は ミ ン ゴ

グラ フ くSi e m e n s E l e m a
，
8 21 を用 い

， 紙送 り速度100

m m ノ秒で 行 っ た
．

H L 電気生 理 学的諸指標 とそ の 定義

S l
，

A l
，

H l i 基本刺激 くS ll に よ り生ずる下位右

房電位 くA い と H i s 束電位 くH lつ．

S 2
，
A 2

，
托2 i 早期刺激 くS2フ に よ り生ずる下位右房

電位 くA 2う と H i s 東電位 くE 2う．

房室結節伝 導時聞くA けい 洞調律時 H i s 東電位 記録

に よ り得 られ る A H 間隔抑
．

最短 1 対 1 房宣伝 導刺激 周期くsh o r t e s t p a c ed c y cl e

l e n gth w ith l －1 a tri o v e n t ri c ul a r n o d al c o n d u c ti o n
，

A V C L l －1う i 心 房頻回 刺激に よ り房室結節 を介して

H i s 束に 1 対 1 に 伝導 しう る 最短の 心 房刺激周期1 0J 2 り

最短 1 対 1 室房伝導刺激周期くsh o rt e s t p a c e d c y cl e

l e n gth w ith l－1 v e n t ri c u l o a t ri al c o n d u cti o n
，
V A C L

r e e n t r a n t a t rial e ch o 三 A V N R T
，

a t ri o v e n t ri c ul a r n o d al r e e n t r a n t t a ch y c a r di a 三 C ri tic al

S P A H
，

C ritic al c o n d u cti o n ti m e o v e r sl o w a t ri o v e nt ri c ul a r n o d al p at h w a y 三 D A V N P ， d u al

at ri o v e n t ri c ul a r n o d al p a t h w a y s i f
，
f a st p at h w a y i L o n g e st F P A H

，
l o n g e st c o n d u cti o n ti m e



3 6 4 久 保

1 － い こ 心 室頻回 刺激に よ り房 宴結節 を介 し て 心房 に 1

対1 に 伝導しう る最短の 心 室刺激周期 岬 2 1I

房妥結節の 有効不 応期 くeff e c ti v e r e f r a c t o r y p e ri o d

O f th e a t ri o v e n t ri c ul a r n o d e
，
A V －E R P J と機能的不

応期 ほu n c ti o n a l r ef r a c t o r Y p e ri o d o f th e a tri o －

V e n t ri c ul a r n o d e
，

A V － F R P l こ 心房早期刺激試験に

よ り房 室結節 を 介 し て Hi s 束 に 伝 導 し な い 最 大 の

A I A 2 間隔 を A V － E R P
， 房蔓結節を介 して H i s 束 に伝

導 す る 最 小 の H I H 2 間 隔 を A V － F R P と し

た 珊 川 1 机 91 2 2I
． 心房早期刺激試験 は ， 5 0 0 へ 10 0 0 m s e c

の 基本心周期で 7 拍の 基本刺激 くS い を心 房 に 与え そ

の 8 拍目 に 1 拍の 早期刺激 くS 2う を加 え
， 連 結期 を

10
ノ

ー 2 0 m s e c ごと に 短縮 す る こ と に よ り行 っ た ．

D A V N P の診断は， 心房早期刺激試験 に よ る房室伝

導曲線 くA I A 2
，
A 2 H 21 が非連続性 を示 す も の

，
すな

わ ち A I A 2 間隔 の 10
〆

V 2 0 m s e c の 短 縮 に よ り A 2 H 2

間隔が 50 m s e c 以 上 の 延長 くジ ャ ン プ現象l が み られ

る もの と した
1 011 6l1 8 ト 2 2I

．
D A V N P を有 す る例に お い て

は
， 房室結節の 有効不応期 と機能的不 応期は房室結節

のf a st p a th w a y を介す る伝 導と sl o w p a th w a y を介

す る 伝 導 に つ い て 各々 測 定 し
，

そ れ ぞ れ E R P f と

F R P f
，
E R P s と F R P s と して 求め た

7 糊 I O H 引 22I

房 室結節 の f a st p a th w a y を介 す る最 長伝 導 時間

くl o n g e s t c o n d u c ti o n ti m e o v e r th e f a st a t ri o v e n t ri ．

C ul a r n o d al p a th w a y ，
L o n g e st F P A H l

，
Sl o w p a th －

W a y を介す る最長伝導時聞くl o n g e s t c o n d u cti o n ti m e

O V e r th e sl o w a t ri o v e n t ri c ul a r n o d a l p a th w a y ，

L o n g e s t S P A 印 お よJび sl o w p a th w a y を介す る 鯨界

伝導時聞 くc riti c a l c o n d u cti o n ti m e o v e r th e sl o w

a t ri o v e n t ri c ul a r n o d a l p a th w a y ，
C riti c al S P A H J 三

そ れ ぞ れ 心房 早期刺激 試 験 に よ り 求 め られ るf a st

p a th w a y を介 す る 廣長 の 房 室 結節 伝 導 時間，
Sl o w

p a th w a y を介す る最長の 房室 結節伝 導時 問お よ び 房

室 結 節 回 帰 性 心 房 エ コ
ー

くA V N － A el あ る い は

A V N R T の生ずる最短 の 房室結節伝導時 間2 い
と した ．

A V N － A e ある い は A V N R T の 診断は W u ら
1 012 0 1 お

よび D e n e s ら
21
切 基準 に 従い 以 下 の 各項目の う ち 1 1

ある い は2 コ を満た し
，

さ らに 3 う へ 5 1 の う ち少な

く と も1 項目以 上 を満たす も の と し た
．

11 心房頻回刺激また は心房早期刺激に よ り臨界的

な房室結節伝導時間の 延長に 伴 い 心 房 エ コ ー

あ る い は

頻拍が誘発さ れ る
．

21 D A V N P が証明さ れ
，

f a s t p a th w a y に お け る

出

伝導ブ ロ ッ ク と 関連 して 心房 エ コ ー

あ る い は頻拍が誘

発 さ れ る
．

3 ト L 腐 エ コ
ー

あ る い は頻相 中の 心 房興 奮は心 室興

奮に 先行 また は同時 に 生ず る ．

4 う 心 房 エ コ ー

， 頻相中お よ び心室 刺激 に よ り生ず

る心 房興 奮順 序が い ず れ も正 常の 逆行性心 房興奮順序

を示 す
．

す な わ ち
， 低位右房電位が他 の 部位の心 房電

位 に 先行す る ．

5 1 心 室早期刺激 に よ る心 房興 奮 くA 2ン は 日i s 東電

位 くH 2I に依存す る
．

I V ． 推計処理

成績 は
， 平 均値 士 標準偏差で 示 した ． 推計学的検討

は
，

2 群比 較の 場合 は S t u d e n t の 非対標本 の t －検定
，

3 群以 上 の 場 合は 一

元 配置分散分析の 後
，

D u n c a n の

多重 比 較法を 用 い た
．
ま た 回帰分析，

Y a t e s の 補正 に よ

る X
2

検 定あ る い は Fi sh e r の 直接確 率計算法 を用 い

た ． 危険率0 ． 0 5 以 下 を有意 と した ．

成 績

王
． 各種 不 整脈 に お け る D A V N P の 出現頻度

221 例 中4 6 例 く21 ％ナ に お い て心房早期刺激試験 に

より D A V N P が証明 され
， 残 りの 1 7 5 例く79 ％l で は

心 房 早期刺激試験 に よ る房室伝 導曲線 は連続性 を示

し
，

D A V N P は証明 され なか っ たく表 1l ． 各種不整脈

に お ける D A V N P の 頻度は
，

発作性上 室性頻拍25 例

中 18 例 く72 ％1 ， 洞不 全症候群 42 例中 8 例 く19 ％う，

洞性徐脈 20 例中3 例く15 ％フ， 発作性心 房細動 25 例中

8 例く32 ％ン， 心 室頻拍 12 例中2 例く17 ％フ
， 期外収縮

を含む そ の 他 の 不整脈 97 例中7 例く7 ％フで あ っ たく表

い ．

T a b l e l ． I n cid e n c e of d u al A ． V n o d al p a th w a y s

i n v a ri o u s c a rd i a c a r r h y th mi a s

N o ， Of p a ti e nts

T o t al N o ．

W ith D A V N P

O f p a ti e n t s
N o ． 惰J

P S V T 2 5

S i c k si n u s s y n d r o m 4 2

S i n u s b r a d y c a r di a 2 O

P a r o x y s m al a t ri al fi b rill a ti o n 2 5

V e n t ri c ul a r t a c h y c a r di a 1 2

0 th e r s o r n o a r r h y th mi a s 9 7

2

9

に
J

り
ム

ー
ノ

ー

7

門

．．－

1

1

3

1

8

8

3

8

り
ノ
ー

7

1
．

上

T o t a 1 2 2 1 4 6 く2 1う

O V e r f a s t a t ri o v e n t r ic ul a r n o d al p at h w a y ニ L o n g e st S P A H
，
l o n g e st c o n d u c ti o n ti m e o v er sl o w

a t ri o v e n t ri c ul a r n od al p a th w a y ニ P S V T
， p a r O X y S m al s u p r a v e n t ric ul a r t a c h y c a r d i a ニ S

，
Sl o w

p at h w a y ニ V A C L l －1 ， Sh o r t e st p a c e d c y cle l e n g t h w ith l －1 v e n t ri c u l o a t ri al c o n d u cti o n ．
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っ ぎ に 上 記 不 整 脈 の う ち 発 作 性 上 蔓 性 頻 相 症

tp s v T う と D A V N P との 関係 に つ い て み る と く表

2 1 ，
P S V T 2 5 例中 16 例は A V N R T に

l

よ る も の と診

断さ れ ，
さ ら に こ の 16 例中 15 例 く93 ％l に D A V N P

が証明さ れ た ．

一 方轟 電気生理 学的検 査に よ り心房 性

卿白2 0，と診 断さ れ た 5 例 は い ず れ も D A V N P を有 し

なか っ た

工工 ．
D A Y N P を有 す る 房 室結 節の 電 気生 理 学的 特

徴

心房早期刺激試験 に よ り D A V N P が証明 さ れ た 4 6

例 を D A V N P ぃり 群， 証 明 さ れ な か っ た 1 7 5 例 を

D A V N P 仁1 群 と して 両群間で の 電気生理 学的特徴 を

図 1
， 表 3 に 示 す ． 年齢，

A H
，
A V C L l － 1

，
A V－E R P

ぉ よ び A V － F R P の い ずれ も 両群 間で 有意の 差 は み ら

れなか っ た ． 逆行性室房伝導に つ い て は D A V N P く＋う

群46 例中32 例 く70 ％1 ，
D A V N P ト1 群 1 7 5 例 中78

例く45 ％1 に み られ
，

D A V N P く＋l 群 で その 頻度は高

か っ た くp く0 ． 01l ．
V A C L l －1 は

，
D A V N P く＋1 群

m S e C m S e C

3 65

と D A V N P ト1 群の 2 群に お い て それ ぞれ 測定可 能

で あ っ た 3 2 例と 78 例に つ い て 比 較す ると
，
D A V N P

く十l 群 に お い て短縮 し て い た くp く0 ． O ll ．
D A V N P

く十1 群 4 6 例 と正 常対照 群 25 例の 2 群間で各指標 を

比 較す る と年齢，
A H

，
A V C L l ．1

，
A V － E R P

，
A V － F R P

，

逆行性室房 伝導の み ら れ る 頻度お よ び V A C L l －1 の

T a b l e 2 ． M e c h a ni s m o f t a c h y c a r di a i n p a ti e n t s

w ith p a r o x y s m al s tl p r a V e n tri c ul a r

t a c h y c a r di a

M e c h a n is m T ot al N o ．

of P S V T o f p a ti e n t s

N o ． o f p a ti e n ts

w ith D A V N P

N o ， く％1

A V N R T 1 6 15 く931

A t ri al t a c h y c a r di a 5 0 く01

U n d et e r m i n a t e 4 3 く7 5l

T o t a1 2 5 18 く72l

m S e C m S e－C

A H A V C L l
－

1 A V － E R P A V － F R P
F i g ． 1 ． El e ct r o p h y si ol o g l C C h a r a c t e ri sti c s i n 4 6 p a ti e n t s w ith d u a l a t ri o v e n t ri c ul a r n o d al

p a th w a y s ． F r o m l ef t t o ri gh t
，
di st rib u ti o n s of A － H i n t e r v al d u ri n g s in u s r h y th m t A 印 ，

th e

s h o r t e st p a c e d c y cl e l e n g th w ith l－1 a t ri o v e n t ri c ul a r n o d al c o n d u c ti o n 仏 V C L l － 1l ，

a t ri o v e n t ri c u l a r n o d a l e ff e c ti v e r e f r a c t o r y p e ri o dくA V － E R Pl a n d a t ri o v e n t ri c ul a r n o d al

f u n c ti o n a l r ef r a c t o r y p e ri o dくA V － F R PJ a r e s h o w n ． A V － E R P c o ul d n o t b e m e a s u r ed i n 5 0f

4 6 p a ti e n t s b e c a u s e o f a t ri o v e n t ri c u l a r c o n d u c ti o n b e i n g a t ri al 1 y li m it e d ． E a c h o f th e

S ti p pl ed a r e a s d e pi c t s th e r a n g e o f m e a n 士 2 S D o f th e d a t a f r o m 2 5 n o r m al s u bj e ct s ．



3 6 6 久 保 田

い ずれ の 指標 も 2 群間で有意の 差 はみ られ な か っ た ．

正 常対照群 に お ける電気生理学的指標の 平均値 士 2 倍の

標準偏差を正 常範囲と す ると
，

D A V N P く＋l 群 4 6 例

に お い て こ の 正 常範囲を 越 え る症例 は A H で 5 例，

A V C L l －1 で 8 例，
A V ． E R P で 1 例 お よ び A V － F R P

で 5 例 であ り
，

こ れ らの 1 項目以 上 で 異常 を示 す症例

数は 46 例中10 例 く22 ％1 で あ っ た く図 い ．

m ．
F a s t p a tb w a y の 電気 生理 学的特徴

D A V N P く＋l 群 に お い て f a st p a t h w a y を介す る伝

T a bl e 3 ． El e c t r o p h y si ol o gi c d a t a

導時 間 と 不 応 期と の 関係 く図 2 う を み る と， A E と

E R P f との 問お よ び A H と F R P f と の 間 に は い ず れも

正相関くr
こ 0 ． 3 7 1

， p く0 ． 0 5 お よ び r ニ 0 ．
4 4 5

， p く0 ． Oll

が み ら れ た
．

さら に A H と V A C L l －1 との 聞く図31

に も
，

正相関 くr ニ 0 ， 4 4 0
， p く0 －0 引 を認 め た ． A H の

逆行性室房伝導 に お よ ぼ す影響に つ い て は，
A H が80

m s e c 以 下の と き 逆行性伝 導は 20 例 中17 例 く85 ％1

に
，

これ に対 して A H が 80 m s e c よ り 大 の も の で は26

例 中 15 例 く58 ％う に み ら れ
，

そ の 頻 度 は A H が 餌

D A V N P ＋ D A V N P － N o r m al c o n tr ol

くn
ニ 4 引 くn ニ 17 5I くn ニ 2 引

A g e くy r sJ 5 0 ． 9 士 1 8 ． 1 5 0 ．
0 士 17 ． 3 4 5 ， 4 士1 5 － 5

A H くm s e c1 93 ． 4 士 3 0 ． 0 9 6 ．7 士2 7 ． 2 9 2 ． 0 士21 ． 3

A V C L l ．1 くm s e c1 4 4 6 ． 1 士 1 1 8 ． 6 4 6 2 ． 8 士 1 14 ． 6 4 13 ． 6
十
7 6 － 8

B C L くm s e c1 6 7 5 ．0 士1 1 9 ． 6

A V － E R P くm s e cナ 3 1 7 ．1 士7 3 ． 4
A

A V－F R P くm s e c1 45 4 ． 5 士 89 ． 9

6 8 1 ． 3 士9 6 ． 7 6 3 2 ． 0 士7 4 ．8

3 4 4 ． 1 士8 9 ． 5
B

3 4 6 ． 8 士 7 0 ． 8
C

4 6 2 ． 8 士 97 ．7 43 6 ． 4 士 6 0 ． 7

V A c o n d u c ti o n 3 2 く69 ．6 ％l
招

7 8 く4 4 ． 6 ％1 13 く52 ． 0 ％l

V A C L l －1 くm s e cン 4 3 0 ． 3 士 11 7 ． 0
ホ 禰

4 9 3 ． 5 士 1 02 ． 4 4 76 ． 9 土 10 2 ．
4

V a lu e s a r e m e a n 士 S D ．

糊

p く 0 ．01 v s D A V N P T ニ A
，

n ニ 4 1 こ B
，

n 二 1 3 4 ニ C
，

n こ 19

ノ へ

岩
5 0 0

の

E

こん0 0

正二

しJ

3 0 0
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A H くm s e c l

Fi g ． 2 ． R el a ti o n b e t w e e n A － H i n t e rv al くA 印 a n d a n t e r o g r a d e f a st p a th w a y eff e cti v e

r e fr a ct o r y p e ri o d くE R P f H l eftJ a n d r el a ti o n b e t w e e n A H a n d a n t e r o g r a d e f a st p a t h w a y
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，
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■

■ 廿 ■

■ ■ ■

． ． ． ．

r ニ 0 ．

上．ム0

三芝． ． ．

．

E三言冒
5

■ 書 ■

5 0 10 0 1 5 0 2 0 0

A H くm s e c I

F ig ．
3 ． R el a ti o n b e t w e e n A － H i n t e r v al くA Hl a n d

th e sh o rt e s t p a c e d c y cl e l e n gth w ith l ．1 v e n t ri －

c ul o a t ri al c o n d u c ti o n くV A C L l －11 i n 3 2 p a ti e n t s

wi th d u al a tri o v e n t ri c u l a r n o d al p a th w a y s a n d

r et r o g r a d e c o n d u c ti o n ．
R e g r e s si o n a n a l y s I S

yi el e d a n r v al u e o f O ．
4 40 くp く0 ．0 51 ．

m s e c 以 下の も の で大 で あ っ たくp く0 ． 0 51 く図4
，
左l ．

っ ぎに
， 刺激周 期長 4 30 m s e c の 心 室 頻 回刺激 時で の

A H の 逆行性室房伝導の 頻度 に お よ ぼす 影響で は
，

8 0

m s e c 以 下で は20 例 中1 3 例 く60 ％l ，
A H 8 0 m s e c よ

り大で は 26 例 中8 例 く31 ％1 と逆行性伝導は前者に お

い て高頻度 に み られ た くp く0 ． 0 5う く図4
， 右1 ．

v I ． D A V N P を興 琶旋 回路 と する頻 拍 の 構成 要 件

1 ． 症 例の 分類

頻拍の 成立 機序 を知 る た め に D A V N P が 証 明 さ れ

た 46 例を下記の よう に 分類 した
．
す なわ ち， 心 房早期

刺激に よ り房室結節 回帰性心 房 エ コ
ー 仏 V N － A el あ

る い は A V N R T の い ず れ も 生 じな い も の 26 例 くA

葺削
，

A V N － A e は 生 ず る が 続 い て 房 室 結 節 の sl o w

p a th w a y を伝 導 し えず 単発 の 心房 エ コ ー で 停止 す る

もの 7 例 くB 君判 お よ び A V N － A e か ら A V N R T に 移

行し頻拍が持続す る も の 13 例くC 君判 の 3 群で あ るく表

4 1
．

A 群 に お け る発作性 上室憶 断自4 例中2 例 く症例

36 7

2 3 ，
24 う で は

，
臨床的に 記録 され た頻相中の 心電図所

見 は P R く R P の 関係 を示 し心 房性頻拍 と思わ れ た
20

し

この 2 例 に お い て は
，
電気生 理学的検査 に よ り A V N－

A e あ る い は A V N R T は誘発さ れ なか っ た ． 他の 2 例

く症 例 25
，
2 61 は

， 臨 床 的 に 記録さ れ た頻拍 中の 心

電図所見よ り A V N R T が 示唆さ れ
， 電気生理 学的検

査 に お い て も 心房頻 回刺激に よ り A V N R T が 誘発さ

れ たが 心 房早期 刺激試験 に よ っ て は A V N R T が 誘発

され な か っ た ため， 今回の 検討で は A 群 に 分類 した ．

B 群 に お け る発 作性上 室性頻拍 1 例 く症例 33う は
， 臨

床的に 記録 され た頻拍中の 心 電図所見は P 波 が Q RS

に 重 な り A V N R T が示 唆され た
20 1

が ， 心房早期刺激試

験で は A V N － A e の み が 誘発さ れ たた め B 群 に 分類 し

た
．
C 群 13 例は 臨床的に い ず れ も発作性上室性頻拍 が

記録さ れ ， 電気生理 学的検査 に おt l て も全例心 房早期

刺激試験 に よ り A V N R T が 誘発さ れ たも の で あ る ．

以 下に B 群と C 群 の 実例 を示 す ．

図5 は B 群の 症例 く症例 321 で の A V N － A e の 記録

で ある ． 基 本心周期長800 m s e c の 吼 連結期 460 m s e c

の 早 期刺 激 に 対 し A 2 H 2 間隔は 15 0 m s e c で あ るく図

5
，
上 段う．

つ い で 連結期を 20 rp s e c 短縮 し A I A 2 間隔

4 40 m s e c の 早期刺 激 を 加 え る と
，

A 2 H 2 間隔 は 270

m s e c に 延長 し A V N － A e が 出現 す るく図5
， 下段う． 本

例の 房室伝導曲線 を図6 に 示 す ．
A I A 2 間隔 62 0 m s e c

と 4 6 0 m s e c の 間 で は A 2 H 2 間隔 は徐々 に 延 長 す る

が
，

A I A 2 間隔が 460 m s e c と 4 4 0 m s e c の 間 で A 2 H 2

間隔は突然延長す る の が み ら れる ． そ して A I A 2 間隔

44 0 m s e c か ら 3 4 0 m s e c の 範 囲 で A V N ， A e が 誘発さ

れ る の が 認め ら れるく図6
， 左う．

こ の 房室伝導曲線か

ら興 奮伝 導 は A I A 2 間 隔620 m s e c と4 6 0 m s e c の 範

囲 で は f a s t p a th w a y を ，
A I A 2 間隔 4 40 m s e c と 34 0

m s e c の 範囲で は sl o w p a th w a y を介す る もの で ある

こ とが わ か る
．
不 応期に つ い て は ，

A I A 2 間隔と H I H 2

間隔 の 関係 で み る と E R P f と F R P f は そ れ ぞ れ 44 0

m s e c と 5 3 0 m s e c で あ り
．

こ れ に 対 し て E R P s と

F R P s は それ ぞ れ 330 m s e c ，
5 9 0 m s e c で あ る こ と が理

解さ れ る く図 6
， 右1 ．

つ ぎに C 群 の 症例 く症 例 38う で の 心房早期刺激試験

の 実験を 図7 に 示 す ． 基本心 周期長 600 m s e c の 時
，
連

結期3 10 m s e c の 早期刺 激 に 対 し A 2 H 2 間隔 は 1 1 0

m s e c で あ る く図7 ， 上段l ．
つ い で 連結期を 1 0 m s e c

短縮 して A I A 2 間隔 300 m s e c とす る と
，

A 2 H 2 間隔

は 300 m s e c に 延 長 し頻拍が誘発さ れ る の が 認 め られ

る く図 7
， 下段1 ． 本例 の 房室伝導曲線を図 8 に 示す ．

A I A 2 間隔500 m s e c
旬 3 10 m s e c の 範 囲で 加 え ら れ た

早期興奮 の 伝 導はf a st p a th w a y を介 し，

一 方 A I A 2

間隔300 m s e c
旬 2 4 0 m s e c の 範囲で 加え られ た 早期興
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奮の 伝導は sl o w p a th w a y を介す る こと が 示 され る
．

房室伝 導曲線を A I A 2 間 隔と H I H 2 間隔 との 関係 で

み る と E R P f 3 0 0 m s e c
，

F R P f 3 50 m s e c ，
E R P s

2 30 m s e c お よ び F R P s 5 1 0 m s e c で ある こ と が わ か る

く図8
， 右フ．

2 ． 房室結節 を介す る伝導時間

表4 は房宴結節を介す る各々 の伝 導時間の 記録 で あ

る
． 洞調律 時の A H は A 群 1 0 2 ． 1 士35 ．O m s e c

，
B 群

84 ．3 士1 8 ．1 m s e c
，
C 群8 0 ．8 士1 6 ． 6 m s e c で あ り ， C 群

は A 群に 比 し短縮 を示 したくp く0 ． 051 ．
しか し

，
その

他の群間で は差は み られ な か っ た ． 心房早期刺激試験

に よ る L o n g e st F P A H は A 群 20 1 ． 4 士5 4 ． O m s e c
， B

群 17 2 ． 9 土42 ． 3 m s e c
，
C 群 18 6 ．2 士4 8 ． 6 m s e c で あり，

3 群間 に は有意差 は み ら れ な か っ た ． こ れ に 対 し て

L o n g e st S P A H は A 群 33 8 ．1 士8 6 ． 3 m s e c
，

B 群

38 2 ．9 士1 1 9 ．O m s e c
，
C 群42 5 ． 4 土6 7 ． 7 m s e c と

，
C 群

は A 群に 比 し延長 を示 し たくp く0 ．0 11 が A 群 と B 群，

B 群 と C 群 の 間に は い ずれ も有意 差 はみ ら れ な か っ

た ．
C riti c al S P A H に 関 して は

，
B 群 と C 群 は それ ぞ

れ 327 ． 1 士1 0 0 ． 3 m s e c と 3 5 3 ．i 士6 1 ．2 m s e c で あ り
，

い ずれ も A 群 の L o n g e s t S P A H 33 8 ． 1 士8 6 ．3 m s e c

に く ら べ て 有意差は なか っ た
．

V A C o n d u c ti o n

匿ヨ P r e s e n t くn ニ 3 2 J
E コ A b s e n t くn ニ1 4 l

雲8 0 ン 8 0

A H くm s e c J

0

S
－

こ
む

ご
祀
d

5

0

－

O

j

む
q

E
コ

Z

3 ， 房室結節の 不 応期

表 5 に 各 不 応 期 の 記 録 を 示 す
．

E R P f は A 群

39 2 ■ 3 士1 0 7 ． 1 m s e c
，

B 群 3 6 1 ． 4 士6 3 ． 9 m s e c
， C 群

3 12 ． 3 士3 7 ． 2 m s e c で あ り
，

C 群は A 群お よ び B 群と

比較 し短縮 を示 したくそれ ぞ れ p く0 ． 0 51 が
， A 群と B

群 の 間に は有意差は み ら れな か っ た
．

つ ぎに E R P s に

つ い て で あ るが ， A 群 26 例 中3 例と C 群 13 例中2 例

の 計 5 例 に お い て は E R P s が 心 房筋 の 不 応期よ り

短縮 し て い た た め 測 定 で き な か っ た
．

し た が っ て

E R P s の 測定 し えた A 群 23 例
，

B 群 7 例お よ び C 群

1 1 例 に つ い て 比 較 検 討 す る と A 群 34 8 ．3 士8 0 ． 3

m s e c
，
B 群 30 5 ． 7 士3 4 ．6 m s e c

，
C 群 25 9 ． 1 士2 5 ．1 m s e c

で あ り
，
C 群 で は A 群と B 群の い ずれ に 比 しても短縮

し て い たくそれ ぞれ p く0 ． 0 1フ．

一 方，
A 群 と B 群の 2

群間 に は有意差 は み ら れ な か っ た
．

F R P f に 関 しては

A 群482 ． 1 士1 0 3 ． 2 m s e c
，

B 群 44 8 ． 6 士6 4 ． 7 m s e c
， C

群 4 0 4 ． 6 士38 ． 9 m s e c で あ り ，
C 群 は A 群 に 比 し短縮

して い たくp く0 ． 0 5う．
しか しな が ら

，
A 群 と B 群およ

び B 群 と C 群 の間 に は い ずれ も有意 の差 は み ら れな

か っ た ．
F R P s は A 群 5 4 8 ． 5 士9 9 ． 7 m s e c

，
B 群

57 7 ． 1 士1 2 4 ． 3 m s e c
，
C 群 548 ．5 士8 4 ． 6 m s e c で あり，

3 群 間に 有意の 差は なか っ た ．

V A C o n d u c ti o n

a t C y cL e L e n g t h 4 3 0 m s e c

田 h t a c t くn ニ 2 り
E j N ot l n t a c tくn ニ 2 5 I

至8 0 ン 8 0

A H くm s e cI
F i g ．

4
． N u m b e r o f p a ti e n t s w it h s h o rt A H 悸 80 m s e cl a n d w i th l o n g A H くン80 m s e cJ ． L ef t

g r a p h ， p a ti e n t s h a vi n g v e n ti c ul o a t ri al くV AI c o n d u c ti o n ． R i gh t g r a ph ， p a ti e n t s h a vi n g

i n t a c t r et r o g r a d e f a s t p a t h w a y c o n d u cti o n a t a c y cl e l e n g th o f 4 3 0 m s e c ．
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T ab l e 4 ． C li n i c al d a t a a n d r e s ult s i n c o n d u c ti o n s t u di e s
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4 ． 房宴結節を介す る最短 1 対1 伝 導刺激周期

表 6 は各々の 群の A V C L l － 1 お よ び V A C L l －1 の

成績 を示 したも の で あ る
．

こ れ に よる と A V C L l ． 1 は

A 群48 0 ． 4 土1 3 9 ．O m s e c
，

B 群 4 5 4 ． 3 士7 0 ． 9 m s e c
，

C

群37 3 ． 1 士 4 0 ． 1 m s e c で あ り
，

C 群 で は A 群 と B 群 の

い ずれ に 比 して も短 縮 し てい た くそれ ぞれ p く0 ．0 5
，

p く0 ． 0 11 ． しか しなが ら A 群 と B 群 の 間 に は 有意差

l
二

は み ら れ な か っ た ． ．
つ ぎ に 逆行性 室房伝 導に 関 して

は
，

A 群で は26 例中 12 例 く46 ％う に 逆行性伝導がみ

られ た の に 対 し B 群7 例と C 群 1 3 例で は い ず れも全

例 に み られ た ． V A C L l －1 の 3 群間で の 比 較で は A 群

52 6 － 7 士 13 3 ． 8 m s e c
，

B 群 37 5 － 7 士 6 2 － 7 m s e c
，
C 群

37 0 ．8 士 4 6 ． 1 m s e c で あ り
， A 群 で は B 群 と C 群の い

ず れ に 比 し ても延長 を示 し たくそ れ ぞれ p く 0 ． 0 5
， p く
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0 ．01 1 ． しか しな が ら B 群と C 群の 2 群問に は有意差

はみられ な か っ た
．

5 ． 房室結節を介す る 伝導遅延 と逆行性室房伝 導機

能の 関係

図9 と 図10 は 各群 の 房室結節の Sl o w p a th w a y を

介する伝導遅延の 程度と 房室結節 を介す る逆行性室房

伝導機能と の 関係を み たも の で ある ． まず V A C L l －1

と C ri ti c al S P A H との 関係 く図9 ， 左1 に つ い て は，

有意の正 相関くr ニ 0 ． 5 9 8
， p く0 － 0 11 が み られ た

．

つ ぎ

に V A C L l －1 と L o n g e st S P A H との 関係 く図9 ， 右l

では，
A 群 12 例は右下方に

，
B 群 と C 群の 20 例 は左

上方に位置す る傾向が み られ た ．

図10 は V A C L l －1 に 対 す る L o n g e s t S P A H あ る

い は C ri ti c al S P A H の 関係 を定量 的に検討 す るた め
，

L o n g e st S P A H あ る い は C ri ti c al S P A H を V A C L l －

1 で除した指標の 各群 に お け る成績を 示 した も の で あ

る ．
まず L o n g e s t S P A H I V A C L l － 1 は く図10

，
左l ，

A 群0 ．6 7 士0 ．1 4
，
B 群 1 ．0 2 士0 ． 2 6

，
C 群 1 ．1 6 士0 ． 2 3 と

％
0
也

喝 砂
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A 群 で は B 群お よ び C 群 の い ずれ に 対 して も 低値 を

示 したくそれ ぞ れ p く0 ． 0 1
， p く0 ． 0 0い

．
しか しな が ら

B 群と C 群 で は差は み られ なか っ た ．
つ ぎ に C ri ti c al

S P A H I V A C L l ． 1 に つ い て はく図1 0 ， 右1 ，
B 群 0 ． 86 士

0 ．1 7
，

C 群0 ．9 6 士0 ． 16 と両群間 に 有著差 はみ られ な

か っ た ． ま た
，

A 群に お ける L o n g e st S P A H I V A C L

l ． 1 は ，
B 群 お よ び C 群 に お け る C riti c al S P A H I

V A C L l ．1 と く ら べ い ずれ に 対 し て も低値 を示 した

くそ れ ぞれ p く0 ．0 5
， p く0 ．0 0 11 ．

6 ． 心房 エ コ
ー の 連結期と順行性房室伝導機能 の 関

係

心 房早期刺激試験 に よ り A V N － A e の 誘発 され る B

群 と C 群と で 心房 エ コ
ー の 連結期と A V C L l －1 との

関係 を比 較検 討 し た
．

C ri ti c al A 2 A e I n t e rv al と

A V C L l ． 1 と の関係を みた も のが 図11 ， 左で ある ．
こ

れ に よ る と B 群 で は右下方 に
，
C 群で は左上 方に 位置

す る 傾向 が み ら れ た
．

L o n g e s t A 2 A e I n t e rv a l と

A V C L l －1 と の 関係 に つ い て も く図1 1
，
右I B 群は右
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下方 に
，C 群は左上 方に 位置 した

．
こ れ らの 関係 を定量

的に 評価す る た めに L o n g e st A 2 A e I n t e rv al と C ri ti －

C al A 2 A e I n t e rv al の 各々 を A V C L l － 1 で 除 した も

の
，

す なわ ち L o n g e st A 2 A e I n t e rv al l A V C L l－1 と

C riti c al A 2 A e I n t e rv all A V C L l －1 に つ い て検討 した

成績を図 12 に 示 す ．
L o n g e st A 2 A e I n t e r v l aノA V C L

ト1 は B 群 0 ． 92 士0 ． 1 7
，

C 群 1 ．3 1 士0 ．2 3 と B 群 で は

C 群 に比 し有意 くp く0 ． 0 1J の 低値を示 し た
．

C riti c al

A 2 A e I n t e rv all A V C L l －1 に つ い て も 同様 に B 群

ト

0 － 8 0 士0 ．1 5
，
C 群 1 ■ 11 士0 － 21 と

，
B 群 で C 群に 比 し低

値 を示 したくp く0 ． O ll ． さ ら に
，
B 群 に お け る L o n g e st

A 2 A e I n t e r v all A V C L l －1 は C 群 で の C ri ti c al

A 2 A e I n t e rv all A V C L l －1 に比 し低値 を示 した くp く

0 ． 0 引 ．
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195 6 乳 M o e ら りはイ ヌ の 心 臓に お い て早期刺激法

を用 い 房室伝 導曲線 を検討す る こ と に より
， 最初に 房
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房室結節二 重伝導路 に 関する検討

宴結節二 重伝導路 の A V N Pl の 存在 を示 した 一 統 い て
，

動物実験で は心 筋装着電極を用 い た 成績 桝 1

， 摘出濯

流心 で 微小 電極法 を用 い た 成績
u H 5，に よ り房 室結節

に お ける機能的縦解離が 証明 さ れ ， 同時に 房室結節 に

お ける 回帰現象が観察 され た ．

ヒ トの 心臓 で は
，
S ch uil e n b u r g ら

5 糊 は心房あ るい は

心室早期刺激法 を用 い て早期刺激の 連結期の 臨界的短

縮に よ り房室伝 導時間の突然の 延 長と ，
それ に 伴う 回

帰収縮 をみ た こ とよ り房室伝導釦 こお ける 二 重伝 導路

の 存在 を報告 した ． しか し
，
彼らの 成 績で は H i s 束電

位の記録は され て お らず縦解離の 部位 を正確 に 同定す

る こ と はで きな か っ た ． 1 9 7 3 年 D e n e s ら
7I
は発作性上

室性頻拍症の 2 例に お い て
，

H i s 束電位 を記録 下 に 心

房早期刺激試験 を用 い 房室伝導曲線が 非連続性 を示 し

た こと よ り
，
不応期と伝導時間の 異 な る 2 本の伝導路

を A H 間 に ， す なわ ち房室結節 に初 め て証明 した ． そ

の後， 発作性上 室性頻拍の 多くの 例に お い て JL 一房早 期

刺激試験に よ り 非違統性房室伝導曲線 を有す る こ とが

報告され ， 房 室 結節回 帰性頻拍 くA V N R T l の 興奮旋

回路と して D A V N P が 関与 して い る こ と が 示 され て

も ． ． ．
． ．

． ． ．

3 7 3

き た
裾 OI 抑 1 8 卜 21 I

D A V N P の 成立機序 に つ い て は ， 房室接合部 が解剖

学的 に 極め て 小範囲で あ るた め摘出潜流心 の標 本で 微

小 電 極 法 を 用 い た 検 討 が な さ れ て い る
1 1 ト 用

W a t a n a b e ら
川 131 は

，
家兎の 摘出濯流心 に お い て微小

電極法を用 い て 房室結節 に お ける伝導様式 を検討 した

結果
，
早期刺激に より房室結節で は不均等伝導が生 じ

易い こ と を報告 した ． す なわ ち ， 細い 繊維が 頻繁 に 分

岐，
吻合を繰 り返 して複椎な網状構造を呈 す る房室結

節に お い て は
，

個々 の 細胞に お ける伝導性の 低下と と

も に伝導系の あ る部分に お い て 伝導減衰が不均 一 に起

こる と ， 興 奮波の 前線 は不規則 に 分裂 し
，

その 結果前

線が 規則正 しく 近接細胞群の 同期的脱分極を生ずる場

合に 較 べ て， 全体と して の 刺激の 有効性が低下す る こ

とを観察 した
．

こ の 不 均等伝導が極端に なる と， 房室

結節の
－ 側 で は伝導途絶が起 こ り， 他側 で は伝導速度

は低い が興奮波の通過が許さ れ ると い う 現象が生 じ，

これ を機能的縦解離 と称 した ．

臨床例に お ける検討 で は，
D A V N P は房室結節の伝

導機能低下例 に 多く み られ る とす る成績欄 抑
と伝 導機
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房 室結節 二 重伝導路 に 関す る検 討

能とは関係し な い と す る成績
1 81 1 鋸が あ り

，
意見の 十致

をみ て い な い
．

この 成績の 不
一 致の 理 由と して ，

一

つ

には対象とす る疾患患者の 差異に よ る もの が 考え ら れ

る
1 榊

．
たとえば D e n e s ら

1 6，の 症例 で は， D A V N P の う

ち心室内伝 導障害や 1 度房室 ブ ロ ッ ク 例が 多く 含まれ

て い た こ と で あ り
，

一 方 T h a p a r ら
1 91 の 成績 は小 児例

を対象と した も の で あ っ た ． 今回の 検討で は ， D A V N P

什1 群と D A V N P く
一 っ 群の 2 群間で 房室結節に お

ける順行性伝導機能 に 関 して伝導時間 と不応期の い ず

れも差を認め なか っ たく図 1
， 表 3 1 ． さ らに ，

D A V N P

什1 群 と正常対照群 との 比 較 に お い て も順行性伝導

機能 に は羞 はみ られ な か っ た ．
した が っ て

，
D A V N P

は房室結節 に お け る伝導機能低下 ある い は解剖学的病

変に必ず しも依存す るも の で はな く ， 早期刺激 に よ り

生ずる機能的な興奮伝 導様式に 関係 す るも の と思 わ れ

た ．

D A V N P と 逆行性室房伝導機能 と の 関係 に つ い て

は， C a st a ら
22，

は小 児を対象と して D A V N P を有す る

もの と有 しな い も の とで は逆行性伝導の み ら れ る頻度

は同程度で あ っ た と報告 し，
D A V N P の 逆行性室房伝

0

0
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0

ハ

U

む
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E
リ

00
ノ

J

工

V
d

S

3 0 0 ん00 5 00

V A C L l － 1 くm s e cン

375

導機能に お よぽ す 影響は な い と した ． しか しなが ら
，

彼ら の 成績 は い ずれ も発作性上 室性頻拍 を有しな い 例

を対象と して 検討さ れ たも の で あ り丁 頻拍 を有 する 例

で の D A V N P と逆行性室房伝 導機能と の 関係の 検討

は臨床的に 重 要な意味 を有す る もの と思わ れる ． 今 回

の 成績 で は
，
D A V N P の 有無により逆行性室房伝導機能

に は明 らか な差が み ら れたく表 3フ． す な わち
，

逆 行性

室房伝導は D A V N P く－ 1 群17 5 例 中78 例 く4 5 ％l に

み ら れ た の に 対 し
，

D A V N P く＋l 群46 例 中32 例

く70 ％l と D A V N P く＋l 群に お い て有意に そ の 頻度

は高か っ た ． そ して V A C L l－1 に つ い て も D A V N P

く － 1 群 49 3 ． 5 士1 0 2 ． 4 m s e c で あ る の に 対 し て

D A V N Pく＋l 群 4 3 0 ．3 士1 1 7 ． O m s e c で あ り ，
D A V N P

く十う 群 で 有意の 短 縮を示 した ．

房室結節 を介す る伝導時間と 不応期の 関係 お よ び順

行性伝導機能 と逆行性伝導機能の 関係に つ い てい く つ

か の 報告
3 3 ト 3 6，が み られ る ．

B i s s e tt ら
33，

に よ る と ， 心電

図上 の P R 時間 と房室結節 の 不 応期 と の 関係 に 関 し

て ，
P R 時間短縮例の A V － E R P は平均247 m s e c

，
正 常

の P R 時間で は 297 皿 S e C
，

これ に 対し P R 時間の 延長

3 0 0 ん00 5 0 0 6 00 70 0

V A C L l － 1 くm s e c l

Fi g ． 9 ． R el a ti o n b e t w e e n th e s h o rt e s t p a c e d c y cl e l e n g th w ith l－1 v e n t ri c ul o a t ri al c o n d u c
，
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w ith a si n gl e a t ri al e c h o くd o t t ed ci r cl e s
， g r O u p Bl a n d A － V n o d al r e e n t r a n t t a c h y c a rd i a

くcl o s e d ci r cl e s
， g r O u p Cl i n d u c e d w ith a t ri a l e x t r a sti m u l u s t e s ti n g く1 e ftl － T h e c o r r el a ti o n

c 。effi ci e n t i s O ．59 8 a n d th e li n e a r r e g r e s si o n e q u a ti o n i s こ C riti c al S P A H くYl ニ 0 ．8 9 くV A C L
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， g r O u p A l a r e b el o w th e r e g r e s si o n li n e 一
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例 で は A V － E R P は 36 9 m s e c で あ っ た こ とよ り， 房室

結節 を介す る伝 導時間と 不応期の 間に 正 相関が み られ

た と して い る
．
ま た

，
G o ld r e y e r ら

3 4I
は房 室結節 を介す

る伝 導時間 と逆行性室房伝 導と の 関係を検討 し， 逆行

性室房伝導 は P R 時間0 ． 2 0 秒以下 を示 した 症例で は

26 例中23 例 く89 ％う に み ら れ たの に 対 し
，

P R 時間が

0 ． 2 0 秒 よ り延長 を示 す もの で は 24
一例中 2 例く8 ％1 で

あっ た こ と か ら， 房室結節の伝 導機能 は順行性伝導と

逆行性伝導 との 間に 正 相関を有す る こ と を示 した ． 続

い て S c h uil e n b u r g
35l

，
P r y st o w sk y ら

3 61
も 同様の 成績

を報 告 して い る
． しか し，

こ こで 問題 と なる の は これ

らの 報告 は い ずれ も D A V N P を有 し な い 症例 を対象

と し て検 討さ れ た こ と で あ る ． そ こ で 今 回
， 著者は

D A V N P を有す る例 を対象と して検討 した ． 今回の成

績 で は
，

D A V N P を有す る も の で は房室 結節 の f a st

p a th w a y を介す る伝導時間 A H は
，
E R P f

，
F R P f およ

び V A C L l －1 と の 間で い ずれ も有 意の 正 相関 を認め

た く図 2
，

3 l ． このように
，
房室結節の f a st p a th w a y

を介す る伝 導時 間と不応期 ある い は順行性伝導時間と

逆行性伝導機能 との 間に は密接な関係 を有す る ことが

示唆 され た ．
こ の 知見 は

，
f a s t p a th w a y が順行性お よ

び逆行性の い ずれの 方向に お い て も房室結節 を介する

伝 導路 で ある3 71 3 81 と仮 定す る な ら ば
， 前述 の Bi s s e tt
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くri g 叫 i n 7 p a ti e n t s w i th a si n gl e a t ri al e c h o くo p e n ci r cl e s
， g r O u p B I a n d 1 3 wi th

a t ri o v e n t ri c ul a r n o d al r e e n t r a n t t a c h y c a rd i a くcl o s ed ci r cl e s
， g r O u p C l wi th a t ri al e x t r a

－

S ti m u l u s t e sti n g ．



房室結節 二 重伝導路に 関す る検討

ら
3 3，

，
G o l d r e y e r ら

3 41
，

S c h u il e n b u r g ら
3 5 鳩 よ び

P r y s t o W Sk y ら
3 6，

の 成 績 と 一 致 す る も の で あ り
，

D A V N P の 有無 と は 関係 を示 さ な い こ と を意味 す る

もの で あ る
．
し か し

，

一 方 D A V N P 例で は f a st p a th －

w a y を介す る 伝導 は順 行性伝 導と逆行 性伝導 の 両者

で 異な る 可能性 が あ る と す る報 告
錮 恒朝 が み ら れ る ．

G o m e s ら
3 9I は

，
A V N R T 1 2 例 を対象 と して逆行性伝

導時間の差 に よ り 2 群 に 分類 した ． す なわ ち
， 逆行性

伝導時間が短 く 心室頻 回刺激 およ び ウ ア パ イ ン静注に

ょ り不変で あ っ た群 と逆行性伝導時間が 長く 心室頻回

刺激およ び ウ ア パイ ン 静注に よ り延長 した 群の 2 群に

分類し て検討 した結果， 前者で は逆行性伝導路と して

His 心 房間に 逆行性 に の み 伝導す る特殊な伝 導路が 関

与する と考 えた ． また ，
K e r r ら

401
は A V N R T 1 2 例 を

対象と して 逆行性伝導時間 を検討 した 結見 こ れ らの

症例 に お い て は逆行性伝導時間は短く 早期刺激お よ び

頻回刺激 に よ り不変で あっ た こ と より 逆行性伝導の み

可能 な特殊線推 の存在 を想定 した
．

しか し
， 彼 らの 成

績を みる と大部分の 例 で A H は 60 m s e c 以下 で あ り
，

これ らの 症例 に お け る順行性伝導は い わ ゆ る e n h a n c －

ed A V c o n d u c ti o n
3 61 3 71 4 11 4 21 の性質を有 して い る可能性
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が示 唆さ れ
， 順行性伝導路 に お い て も特殊線維 の 関与

を否定で き な い も の と考 えられ る ．

発作性上室性頻拍の うち房 室結節に おけ る回帰現象に

よ る頻拍の 多く は
，
D A V N f

－
を興奮旋回路と す る もの

で ある
細 川 29 服 1

． し たが っ て
，
臨床的に 発作性上室性頻

拍 を有 す る例 に お い て は多 くの 例で D A V N P が 証明

さ れ る乃101 岬 抑
．

一

方 ， 頻拍を有 しな い 例に おい て も し

ば し ば D A V N P が み ら れ る こ と が 知 ら れ て い

る
16 11 8I 19 121 12 2l

． B i s s e tt ら
1 81

に よ ると ， D A V N P は発作

性上 室性頻拍 を有す る 13 例中7 例く54 ％いこ みら れた

と し
，

こ れ に 対 して頻拍 を有 しな い 例 に お い て も 135

例中9 例 く8 ％う に み られ た と して い る ．

今 回 の 成 績 で は
， 各種 不 整脈 患者 221 例 中46 例

く21 ％1 に D A V N P が証明され た
．
そして

，
D A V N P の

出現頻度は他 の 不整脈の それ に 比 較 して発作性上室性

頻拍症 で は 72 ％と高率であ っ た
． 今回の 検討 で注意す

べ き こ と は
，
発作性上 室性頻拍症に お ける D A V N P の

頻度が従来の 報告刷 1 9叛こ較べ て やや 高率であ っ た こ と

で
，

こ れは 逆行性伝導の み 可能 な E e n t 束 を有す る例

を対象か ら除外 した ため と思わ れ る ．

一 方
，
発作性上

室性頻拍 を有 しな い 例 に お い て も 14 ％に D A V N P が
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み られ
，

こ れ は上 述の 諸 家の 成績川 り 冊 iナー2 11 2 2 1と
一

致 す

る もの で あ る
．

つ ぎに
，
D A V N P の 発作性上 室性頻拍の 発生 に 果 す

役割 に つ い て で ある が， 今回 の 発作性上 室性頻拍症 25

例中21 例に お い て 電気生 理学的検査 に よ り再 現性 を

も っ て 頻拍が 誘発さ れ ， そ の 発生域序 を同定す る こ と

が で きた ．
こ の 21 例 中1 6 例 は A V N R T

，
5 例 は心 房

性頻拍 で あ っ たが ， 前者 で は 15 例に D A V N P が 証明

さ れ た の に対 し後者で は い ずれ も D A V N P は 証明さ

れ な か っ た
．

以上 の成績か ら明 らか な よう に
， 発作性

上 室性頻拍 の う ち房室結節に お け る回帰現象 に よ る頻

拍
，

す なわ ち A V N R T の大多数は D A V N P を興奮旋

回路 とす る頻拍で あ る と解釈し て よい と 思われ る ．

19 7 0 年， G e tt e s ら
4 3I

は早期興奮症候群 を示 さな い 発

作性上室性頻拍症 7 例に つ い て検討 し， 頻拍 は心 房早

期収縮の あ と P R 時 間の 延長 に 伴 っ て 誘発さ れ る こ

と を報告 した ． 続 い て ， 心 房早期刺激試験あ る い は心

房頻 回刺激試験 を用い た成績
23I 2 4 恒 叛こお い て も

，
房室

結節を介す る伝導時間の臨界的延長に 伴 っ て頻拍が 生

ずる こ とが報告さ れ ， 房室結節 に お け る伝導遅延が 頻

拍の成立に重要な役割 を担 っ て い ると考 え られ た ．
こ

れ に 対して ， D e n e s ら
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は D A V N P を有 す る症例 に お

い て心 房早 期刺激試験に よ る A V N R T の 成立 は
，
房

室結節を介す る 1 対1 伝導能 に 依存 し， 伝導遅延の関

与は少 ない と して い る ．
こ の 伝 導遅 延と A V N R T の

関係 に つ い て
， 今回 の 検討で は f a s t p a th w a y を 介す

る伝導時間 に 関して は， A H は C 群に お い て A 群 に く

ら ぺ て 有意の 短縮 を示 し たが L o n g e s t F P A H に つ い

て は 3 群間で 差 を認 め なか っ た ．
つ ぎに sl o w p a th －

w a y を介す る伝導時間に 関 して は
，
L o n g e s t S P A H は

C 群 に おい て A 群 に 比 し有意の 延長 を示 した が， B 群

と C 群 に お け る C riti c a l S P A H は A 群 に お け る

L o n g e s t S P A H と比 較 しい ずれ も差 を認 めな か っ た ．

こ の こ と は
，
A V N R T の 成立 条件と して心 房早期刺激

に よ る房室結節 を介す る伝導遅延は本質的 な意味 を も

たな い こ とを示 す も の で あり
，

D e n e s ら
2 り

の 考 え を支

持す る もの と考 えら れる ． 心 房早期刺激に よ る房室結

節伝導時間の 延長は電気生 理 学的現 象
4 5卜 欄 で あ り

，

A V N R T の有無 に関係無く生ず るも の と 考 えら れ る
．

房 室結節 の 不応 期 に 関 し て は
， 今 回 の 成 績 で は

E R P f と E R P s はい ずれ も C 群 に お い て A 群 と B 群

の 2 群に比 し有意の短縮 を示 した ．

一 方 ，
A 群 と B 群

の 2 群間に はい ずれも差 はみ られ なか っ た
．

こ の よう

に A V N R T の 成立 に は E R P f と E R P s の短縮 が 重要

で あ る と考え られ る ． しか しなが ら， 個々 の症例 でみ

て み る と
，
E R P f と E R P s の 短縮 は A V N R T の 必要条

件で はあ っ て も十分条件で は な い こ と を考慮す る必要

が あ る
．
す なわ ち，

E R P s は C 群 で は 全例310 m s e c 以

下 で あっ たが
，
A V N R T の 生 じな か っ た A 群26 例中

1 0 例 と B 群 7 例 中 4 例 の 計 1 4 例 に お い て も E R P s

は 3 10 m s e c 以下 の 値 を示 した
．

従来 よ り ， 房 室結節の 不応期 は心周期 の 変化に よ り

影響 を受 ける こ とが 知ら れ て お り
4 8 ト 抑

， 不 応期の測定

に 際 し て は心 周期の お よ ぼ す影響 に つ い て考慮する こ

と は重要 で ある ． 今 回の検討 に お い て は
，

房室結節の

不応期 の測定に 際し て 基本心 周期は 3 群間 で い ずれも

有意 の差 を認め な か っ た が
，

個々 の症 例 に お い て 基本

心周期 は 一 定で は な か っ た ． また房 宴結節の 有効不応

期は
，

それ が 心房筋 の不応期 よ り短縮 してい る場合に

は測定 で きず， 今回 の 検討に お い て も 46 例中5 例に お

い て E R P s は測定 で き な か っ た
．

こ の よ う に ， 心周期

の 不応期 に お よぼ す影響 を可及的 に 除 き
，

E R P s の測

定不能例 に お い て も E R P s を よく 反 映 す る 他 の 指標

の検討 も重要で あ る
．

A V C L l －1 は E R P s をよ く反 映す る も の と考えられ

て お り
岬 2 り

， 事実今回 の検討 に お い て も A V C L ト1 と

E R P s と の 間 に は図13 に 示 す如 く r
ニ 0 ． 8 22 の 正 相関

が 認め られ た ． A V C L l －1 は ， E R P s の場合と同様に

C 群で は A 群 と B 群の 両群 に く ら べ て 有意の 短縮を

示 し た ． し た が っ て
，

A V N R T の 成 立 条 件 と し て

A V C L l － 1
， す なわ ち sl o w p a th w a y の 有効不応期の

短縮 が必要 で ある と考 え られ た
．
しか し

， 前述の E R P s

と同 じ く 個々 の 症例 で検 討す る と
，

C 群 の い ずれも

A V C L l － 1 は 4 20 m s e c 以 下 を示 したが A V N R T が誘

発 さ れ な か っ た A 群 と B 群 の 症 例 に お い て も 33 例

中1 4 例 で A V C L l －1 は 4 20 m s e c 以下 の 値 を 示 した

こ と よ り
，
A V C L l － 1 の 短縮 は A V N R T の 成立条件と

して 必ず しも十分な条件 で は な い もの と 解釈さ れた ．

さ て A V N － A e あ る い は A V N R T を 生 ずる 例 に お

い て は
，

V A C L l ．1 は房室結節に お け るf a st p a th w a y

の 逆行性不 応期と密接 な関係が あ る と さ れ る
川 211

． し

か し
， 房室結節に お け る逆行性不応期の 測定 に際 して

は
，
心室早期刺激 に よ る興 奮伝導は H i s － P u rk i nj e 系の

不応期 に よ り制限さ れ る ため 大多数の 症例に お い て房

室結節の逆行性不応 期は測定不能 で あ る
10J 21 J

今回 の 成績 で は
， 逆行性室房伝 導機能 に 関して は，

A V N － A e あ る い は A V N R T を有す る全例 に お い て逆

行性伝導が み られ た の に 対 し，
こ れ ら を有 しない 例で

は その 頻度は 46 ％ で あ り ，
こ れ は前述の C a s t a ら

22 切

成績 と
一

致す る も の で あ っ た ． さ ら に V A C L l ．1 は

A V N ． A e あ る い は A V N R T を有す る例 で は い ずれも

460 m s e c 以下 を示 し
，

A V N R T を有 しない も の に く

ら べ て有意の 短縮 を示 した ． した が っ て
， 心 房早期刺

激試験 に よ り A V N － A e あ る い は A V N R T が誘発さ



房室結節 二重伝導路 に 関す る検討

れるた め に は V A C L l － 1 の短縮が 必 要 な条件 と 思わ

れる
．
しか し

，
個 々 の 症 例を み て み る と

，
V A C L l －1 k

A V N ． A e ある い は A V N R T を有 しな い 例 に お い て も

4 例で 460 m s e c 以下 の 値 を示 し，
V A C L l －1 の 短縮 の

みで頻拍発作の 成立条件が満た され る も の で は ない と

考えられ た ．

回帰現象は興奮旋回 路 に お ける伝導時間と 不応期の

両者の バ ラ ン ス に よ り そ の 成立が 規定 さ れ る とさ れ

る
2 5ト 2 鋸

．
す な わ ち

， 興奮旋回路 に お い て は興奮の 前面

の 組織は常に 不応期を脱 した状態で あ る必要が あり
，

この ため に は伝 導時間の遅延が 不応期 を凌駕す る必要

が あると され て い る
2 5 ト 291

．
A V N R T は D A V N P を興

奮旋回路と する 回帰現象 で ある こ とか ら
， 頻拍の発生

に は かか る条件 を満 た す 必要が あ る も の と 考 え られ

る
細 51 持2I

． しか し なが ら
，

こ こ で 注目 す べ き こ と は

D A V N P に お け る伝 導時間 と不応期 の 関係か ら こ の

回帰現象の 成立を検討 した成績は乏 しく
， 詳細 な検討

はな され てい な い こ とで あ る
． 今回 の 検討に お い て は ，

A V N － A e の成立条件 を心房早期刺激試験 に よ る房室

結節の Sl o w p a th w a y を介す る伝導遅延と 逆行性室房

伝導機能と の 関係か ら検討 した
．

これ に よる と ，
A V N －

A e の誘発 され た例 で は C ri ti c al S P A H と V A C L l ．1

との間に は有意 の 正相 関がみ ら れた
．

こ の事 は V A C L

l ．1 が比 較的延長 して い る場合 に は充分な伝 導遅 延が

必要であ り， 逆 に V A C L l －1 が 極めて 短縮 して い る時

は
， 比 較的軽度 の伝 導遅延 で あ っ て も A V N － A e が生

ずる こ と を意味す る もの で ある ． した が っ て
，

V A C L

l ．1 が 4 60 m s e c 以 下 に 短 縮 して い た に も か か わ ら ず

A V N ． A e が 誘発さ れ な か っ た A 群の 4 例 は
，
房室結

節 を介 す る 伝 導 遅 延 が 比 較 的 少 な か っ た た め に

A V N ． A e が 生 じなか っ た も の と説明 され る
．

これ ら の

関係を定量 的 に評 価す る た め に伝 導時間と V A C L l － 1

との比 を検討す る と
，

A 群 に お け る L o n g e s t S P A H I

V A C L l －1 は ，
B 群 お よ び C 群 に お け る L o n g e st

S P A H I V A C L l －1 な ら び に C riti c al S P A H I V A C L l －

1 の い ずれ に 対 しても 有意の 低値 を示 した
．

以上 の こ

とから， 心 房 早期刺激 に よ り A V N ， A e が 成立 す る た

めに は第 1 に 逆行性室房伝導を有す る こ と， 第2 に房

垂結節の 逆行性不応期が短 縮し てい る こ と
，

す な わ ち

V A C L l ． 1 が 4 6 0 m s e c 以 下 を 示 す こ と， 第 3 に

V A C L l －1 に 対応 して房室結節の Sl o w p a th w a y を介

する伝導遅延 が 充分 に 生 ず る こ と が 必要 と考 え ら れ

た
．

一つ ぎに
， A V N － A e の み で は 頻拍発作 が起 こ るわ け で

はな く
，

A V N － A e か ら A V N R T へ の 移行 が み られ る

もの とそ う で な い も の との 間 に 電気生 理 学的に どの よ

う な差異が あ るの か
，

その 機序 を知 る こ とは 臨床的 に
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極め て重要な こ とで あ る
． A V N － A e か ら A V N R T に

移行 し頻拍が 持続す る た めの 条件 に つ い て は， 図11 に

示 した よう に 心 房 エ コ ー の 連結 期と A V C L l －1 との

関係 を みる と
，
A V N ． A e の みの例 で は右下方に

，
これ

に 対 して A V N R T に 移行 した も の で は左 上方 に 位置

した ．
こ の こ と か ら

， 房室結節の不応期が短く
，

心房

期外収縮 に つ づ く心房 エ コ
ー

の 出現 時期の 長い も の

程，
A V N R T に移行 しや す い と解釈 してよ い と思 わ れ

る
． した が っ て， A V C L l ．1 が 4 2 0 m s e c 以下と短縮 し

て い た に もか か わ らず A V N R T が 生じ なか っ た B 群

の 2 例で は
，
心房エ コ

ー の 連結期が比 較的短縮し て い た

た め に A V N R T が 生 じな か っ た も の と説明さ れ る
．

こ れ らの 関係 を定量的に 評価 する た め に心房 エ コ ー の

連結期と A V C L l －1 との 比を検討する と
，

B 群に お け

る L o n g e st A 2 A e I n te rv a ll A V C L l －1 は ， C 群 に お

ける L o n g e s t A 2 A e I n t e rv all A V C L l －1 なら び に

C riti c al A 2 A e I n t e rv al l A V C L l －1 の い ずれ に 対 して

も有意の 低値 を示 した
．

こ れ ら の 事 実よ り
， 心 房早

期刺激試験 に よ り A V N R T が 成立す る条件と して第

1 に A V N ． A e が 生 じる こ と， す なわ ち前述の A V N ．

A e の成立条件 を満た す こ と， 第2 に房室結節 の sl o w

p a th w a y の 有効不 応期が短縮 してい る こ と
，
す なわ ち

A V C L l ，1 が 4 2 0 m s e c 以 下 で あ る こ と
， 第 3 に心房

エ コ
ー

の 連結期， す なわ ち sl o w p a th w a y を介す る順

行性伝導時間と fa s t p a th w a y を介す る逆行性伝 導時

問 の和が A V C L l －1 に 対応 して充分 に大で あ る こ と

の い ずれも が 満た され る こと が必 要で あ ると考 えら れ

る
．

結 論

心房早期刺激試験に よ り証明 され る房室結節二 重 伝

導路 m A V N P l に つ い て
，

そ の臨床的意義と電気生理

学的特性 を 明 らか に し
，
房室 結節 回帰性 心房 エ コ

ー

仏 V N － A el お よ び房室結節回 帰性頻拍くA V N R T l

の 成立機序 を検討し以 下の 結果を得た ．

1 ． D A V N P は
，
電気生理 学的検討 を行 っ た 22 1 例

中 46 例 く21 ％う に 証明され た ． 臨床的 に発作性上 室性

頻拍 を有 す る 25 例中 18 例く72 ％1 t
こ の う ち頻拍の 機

序 を A V N R T と同定 し えた 16 例中15 例 く93 ％l に

D A V N P を認 めた が
，

一 方発作性上毒性頻拍を有 しな

い 196 例中 28 例く14 ％ぅに お い て も D A V N P が み られ

た ．

2 ． D A V N P の 有無で房室 結節に お け る 順行性伝

導機能 に は莞 を認 めなか っ たが ， 房室結節の逆行性伝

導機能は D A V N P を有す る も の で 有 しな い も の に く

ら べ て 良好 で あ っ た ． ま た
，
D A V N P のf a st p a th w a y

を介す る伝導時間と不 応期お よ び順行性伝導時間と逆
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行性伝導機能 との 間に は い ず れ も有意の 正 相関が み ら

れ た ．

3 ． A V N － A e の 成立条件と して 第 1 に D A V N P を

有す る こ と， 第2 に 逆行性室房伝導を有 する こ と， 第

3 に D A V N P の f a st p a th w a y に お け る 逆行性 不応

期が短縮して い る こ と
，

第4 に f a st p a th w a y の 逆行

性不応期に 応 じて充分 な sl o w p a th w a y を介す る順行

性伝導遅延 が 生ずる こと が必要 で ある と思 わ れ た ．

4 ． A V N R T の 成立 条件 と し て
，
まず第 1 に A V N ．

A e の 成 立 条 件 を 満 た す こ と
，

さ ら に 第 2 に sl o w

p a th w a y の 順 行性不応期が 短縮 して い る こ と
， 第3 に

sl o w p a th w a y の 順行性不応期に 応 じて 興奮旋回路 を

介す る伝導遅延が充分に 生ず る こ との い ずれ もが満 た

さ れ る こ とが 必要で あ ると 考え ら れた
．
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およ ぼす心 周期の 影響． 心 電図，
5

，
4 ト48 く19 8引 ．

29I J o s e p h s o n
，
M ． E ． 鹿 K a s t o I

－

，
J ． A ． こ S u p r a

－

V e n t ri c ul a r t a c h y c a rd i a ニ M e ch a n i s m s a n d m a n a g
－

e m e n t ． A n n ． I n t e r n ． M ed ．
，
8 7

，
34 6

－

3 5 8 く19 7 71 ．

3 0I S c h e rl a g ，
B ． J ．

，
L a ll

，
S ． H ． ． H el f a n t

．
R ． 臥

．

B e r k o w i t21
，
W ． D ． ． S t ei n

，
E ． 鹿 I h m a t o

，
A ． N ． こ

C a th e t e r t e c h n i q u e f o r r e c o r di n g H i s b u n d l e

a c ti v it y i n m a n ． C i r c u l a ti o n
，
3 9

，
13－18 く19 6 91 ．

3 11 W 11
，
D ．

，
D e n e s

，
P ．

，
D h i n g r a

，
R ．

，
K h a n

，
A ． 鹿

R o s e n
， K ． M ． こ T h e eff e c t s o f p r o p r a n o l ol o n

i n d u cti o n o f A － V n o d al r e e n tr a n t p a r o x y s m al

t a ch y c a r d i a ． C i r c ul a ti o n
，
5 0

，
6 6 5

－

6 7 7 く19 7 41 ．

3 21 W u
，

D ． 鹿 D e n e s
，

P ． ニ M e c h a ni s m s of

p a r o x y s m al s u p r a v e n tri c u l a r t a c h y c a r d i a ． A r c h
．

I n t e r n
．
M e d ． 1 3 5

，
4 3 7－4 42 く19 7 51 ．

3 3I Bi s s e tt
，
J ． K ．

，
d e S o y 2ia

，
N ．

，
E a n e

，
J ． J ． 鹿

M u r p h y ，
M ． L ． こ A lt e r ed r ef r a c t o r y p e ri o d s i n

p a ti e n t s w ith sh o rt P － R i n t e r v al s a n d n o r m al Q R S

C O m pl e x ． A m ． J ． C a rd i ol ．
3 5 ， 4 8 7

－ 4 9 1 く19 751

34I G ol d r e y e r
，

B ． N ． 及 B i g g e r
，

J ． T ． J r ． ニ

V e n t ri c u l o － a t ri al c o n d u c ti o n i n m a n ． Ci r c ul a ti o n
，

4 1
，
93 5－94 6 く19 7 01 ．

3 5I S c h u il e n b u r g
7

R ． 二M二こ P a tt e r n s o f V － A

c o n d u c ti o n i n th e h u m a n h e a rt i n th e p r e s e n c e o f

n o r m al a n d a b n o r m al A － V c o n d u c ti o n ． p 4 8 5－50 3
，
I n

H ． J ． J ． W ell e n s
，
K ． I ． L i e 8 E M ． J ． J a n s e くe d ．1 ，

T h e

c o n d u c ti o n s y s te m o f th e h e a rt
，

H ． E ． S t e n f e r t

K r o e s e
，
L ei d e n

，
1 9 7 8 ．

3 6ナ P r y s t o w sk y ，
E ． N ．

，
P ri t c h e t t

，
E ． L ． C ．

，

S m it h
，

W ． M ．
，

W all a c e ，A ． G ．
，
S e al y ，

W ． C ． 盈

G all a g h e r
，
J ． J ． こ E l e c t r o p h y si ol o gi c a s s e s s m e n t o f

th e a t ri o v e n t ri c ul a r c o n d u c ti o n s y st e m a ft e r s u r gi －

c a l c o r r e c ti o n o f v e n t ri c ul a r p r e e x cit a ti o n ． C i r c ul a
－

ti o n
，
59

，
7 8 9

－

79 6．く
197 別．

3 7I J o s e p h s o n
，

M ． E ． 鹿 E a st o r
，
J ． A ． 二 S u p r a

－

v e n t ri c u l a r t a c h y c a rd i a i n L o w n
． G a n o n g

－ L e vi n e

S y n d r o m e ニ A t ri o n o d a l v e r s u s i n t r a n o d al r e e n t r y ．

A m ． J ． C a r di ol ．
，
4 0

，
5 2 1－52 7 く1 97 7l ．

3 引 R o s e Il
，

R ． M ．

，
B a u e r n f ei n d

，
R ． A ．

，

W y n d h a m
，
C ． R ． 8 E D h i n g r a

，
R ． C ． 二 R e t r o g r a d e

p r o p e r ti e s of t h e f a st p a th w a y l n p a ti e n t s w ith

p a r o x y s m al a t ri o v e n t ri c u l a r n o d al r e e n t r a n t

t a ch y c a r d i a ． A m ． J ． C a rd i ol ．
，
4 3

，
8 6 3－865 く19 7 91 ．

3 9I G o m e s
，
J ． A ． C ．

，
D h a t t，

M
． S ．

，
R u b e n s o n

，
D ．

S ． 鹿 D a m a t o
，
A ． N ． こE l e c tr o p h y si ol o gi c e v id e n c e

f o r s el e c ti v e r e t r o g r a d e u tili z a ti o n o f a s p e ci a li z e d

c o n d u c ti n g s y s t e m i n a t ri o v e n t ri c u l a r n o d al

r e e n t r a n t t a c h y c a rd i a ． A m ． J ． C a r di ol ．
，
4 3

，
6 87

－

6 9 8

く19 7 91 ．

4 01 K e r r
，
C ． R ．

，
B e n s o n

，
D ． W ． 及 G all a g h e r

，
J ．



3 8 2

J ． こ R o l e of s p e ci ali z ed c o n d u c ti n g fib e r s i n th e

g e n e si s o f
L －

A V n o d al
，，

r e e n t r y t a c h y c a rd i a ．
P a c e

，
6

，

1 7 ト1 8 4く19 8 31 ．

4 1I h w n
，
玉．

，
G a n o m g ，

W ．
F ． 鹿 L e Yi n e

，
S ． A ． ニ

T h e s y n d r o m e o f sh o r t P ． R i n t e rv a l
，

n O r m al Q R S

c o m pl e x a n d p a r o x y s m al r a pi d h e a r t a cti o n －

Ci r c ul a ti o n
，
5

，
69 3

－

7 06 く1 9 52I ．

4 2I B e n di tt ， D ． G ．
，
P ri t cl l e tt

，
E ． L ． C ．

，
S mi t h

，
W ．

M ．
，
W al 1 a c e

，
A ． G ． 鹿 G al 1 a g h e r

，
J ． J ．

こ C h a r a c t e －

ri sti c s o f a t ri o v e n t ri c u l a r c o n d u c ti o n a n d th e

s p e c t r u m o f a r r h yth m i a s i n L o w n
－ G a n o n g

－ L e v i n e

s y n d r o m e ．
C i r c ul a ti o n

，
5 7

，
4 5 4－46 5 く19 7 81 ．

43I G e tt e s
，

L ． S ． 鹿 Y o s h o n i s ，
K ． F ． こ R a pid l y

r e c u r ri n g s u p r a v e n t ri c ul a r t a c h y c a r di a ． A m an i －

f e st a ti o n o f r e ci p r o c a ti n g t a c h y c a r di a an d a n

i n di c a ti o n f o r p r o p r an Ol ol th e r a p y ．
C i r c u l a ti o n

，
4 1

，

6 8 9
－

7 0 0 く19 7 0I

瑚 G ol d r e y e r
，
B ． N ． 及 B i g g e r

，
J ． T ．J r ． こ S it e o f

r e e n t r y i n p a r o x y s m al s u p r a v e n t ri c ul a r t a c h y
－

c a r di a i n m a n
． C i r c ul a ti o n

，
4 3 ， 1 5－26 く19 7 11 ．

45I H o ff m a m
，
B ． F り M o o r e

，
E ． N ．

，
S t 11 C k e y ，

J ．

H ． 鹿 C r a n e fi el d
，
P ． F ． ニ F u n c ti o n al p r o p e r ti e s of

th e a t ri o v e n t ri c ul a r c o n d u c ti o n s y st e m ． C i r c ． R e s ．
，

1 3 ，
3 摘 － 3 2 8 く19 6 31 ．

4 6ナ W i t
，
A ． L ． ， W ei s s ，

M
．
B

．
，
B e r k o wi t z

，
W － D ．

，

R o s e n ， K ． 軋 ， S t ei rL e r ， C ． 鹿 D a m a t o ， A ． N ． こ

保 田

P a tt e rn S O f a t ri o v e n t ri c ul a r c o n d u cti o n i n th e

h u m a n h e a rt
，
C i r c ， R e s ．

，
27

，
3 4 5

－

35 9 く19 701 ．

47I F e r ri e r
，
G ． R ． 鹿 D r e s el

，
P ． E ． ニ R el a ti o n shi p

o f t h e f u n cti o n al r ef r a c t o r y p e ri o d t o c o n d u cti o n i n

th e a t ri o v e n t ri c u l a r n o d e ． Ci r c ． R e s ．
，
3 5

，
2 04 － 21 4

く19 7 41 ．

4 8I M e n d e z
，
C ．

，
G ru h zi t

，
C ． C ． 鹿 M o e

，
G ． E ． こ

I n fl u e n c e o f c y cl e l e n g th u p o n r e f r a ct o r y p e ri o d of

a u ri cl e s
，
V e n tri cl e s

，
a n d A ． V n o d e i n th e d o g ． A m ． J ．

P b y si ol
り
18 4

，
2 8 7

－ 2 9 5 く1 95 61 ．

4 9I C a gi n
，
N ． A ．

，
K u n s t a d t

，
D ．

，
W o lfi s h

，
P ． 鹿

Le vi tt
，

B ． こ T h e i n fl u e n c e o f h e a rt r a t e o n th e

r ef r a c t o r y p e ri o d o f th e a t ri u m a n d A － V c o n d u c ti n g

S y St e r n ． A m ． H e a rt J ． ． 8 5
，
3 5 8－36 6 く19 7 31 ．

5 0ナ D e n e s
，
P ．

，
W u

，
D ．

，
D h i rL g r a

，
R ．

，
P i et r a s

，
R ．

J ．
鹿 R o s e n

， K ． M ． ニ T h e eff e ct s of c y cl e l e n g th o n

C a rd i a c r e f r a c t o r y p e ri o d s i n m a n ． Ci r c ul a ti o n
，
49

，

32
－

4 1 く19 7 礼

51I B a u e rn f ei n d
，

R ． A ．
，

W y n d h a m
，

C ． R ．

，

D h i n g r a
，
C ．

，
S w i r y n

，
S ． P ．

，
P alil e o

，
E ．

，
S t r a s b e r g ，

B ． 也 R o s e n
，

K
，

M ． こ S e ri al el e c t r o ph y si ol o gi c

t e s ti n g o f m u lti pl e d r u g s i n p a ti e n t s w i th a tri o ．

V e n t ri c u l a r n o d al r e e n t r a n t p a r o x y s m al t a c h y
，

C a rd i a ． C i r c ul a ti o n
，
62

，
1 3 4 ト13 4 9 く19 8 01 ．

5 2I W u
，

D ． こ A － V n o d al r e－e n t r y ． P a c e
，
6

，
11 90

－

1 2 0 0 く19 8 31 ．

Clin ic al a n d Ele ct r o p h y si ol o gi c al O b se rv ati o n s o f D u al A t ri o v e n tri c ul a r N o d al P at h w ay s
．

K qji K ub o t a ， D e p a rt m e n t o f I nt e m al M e dic in e くIl ， S c h o ol o f M e d ic in e
，
K a n a z a w a U n i v e rsit y ，

K a n a z a w a 9 2 0 － J
．
J u z e n M e d ． S o c ．

，
9 5

，
3 6 2 － 3 8 3く1 9 8 6J

K e y w o rd sこ d u al at ri o v e n tri c ul a r n o d al p at h w a y s
，

a t ri al e x tr a sti m ul u s t e sti n g ， at ri o v e n t ri c ula r

n o d al r e e n tr a n t t a c h y c a rdi a ．

A b st r a c t

T h i s st u d y w a s d e si g n e d t o p r o vi d e f u rt h e r i n f o r m ati o n a b o u t t h e cli n i c al sig n i fi c a n c e o f d u al

at ri o v e n t ri c u l a r n o d a l p at h w a y s くD A V N PJ ，
t O a n a ly z e t h e el e c t r o p h y si o l o gi c al p r o p e rti e s o f

D A V N P
，

a n d t o e v al u at e f a c t o r s p l a y i n g a r o l e i n i n iti a ti o n o f a t ri o v e n t ri c u l a r n o d a l r e e n t r a n t

t a c h y c a r d i a くA V N R TJ ．

D A V N P w a s d e m o n st r at e d i n 4 6 く2 1 ％J o f 2 2 1 p a ti e n t s w h o u n d e r w e n t a t ri al e x t r a sti m u l u s

t e sti n g ，
i n 1 8 く7 2 ％J o f 2 5 p a ti e n t s w it h p a r o x y s m al s u p r a v e n t ri c u l a r t a c h y c a r d i a くP S V TJ d o c u

－

m e n t e d cli n i c all y ，
a n d i n 2 8 り4 ％J o f 1 9 6 p ati e n t s w i t h o u t P S V T ． I n 2 5 p a ti e n t s w it h P S V T

，
1 6

d e m o n st r a t e d A V N R T a n d 1 5 0 f t h e s e 1 6 s h o w e d e v i d e n c e o f D A V N P ．

T h e A － H i n t e r v al くA Hl ，
e f f e cti v e a n d f u n c ti o n al r e f r a ct o r y p e ri o d sくE R P a n d F R fり o f t h e A － V

n o d e ， a n d t h e s h o rt e st p a c e d c y cl e l e n g t h w it h l － 1 a t ri o v e n t ri c u l a r c o n d u cti o n くA V C L l － 11 w e r e
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n o t d i ff e r e nt b e t w e e n t h o s e w it h a n d t h o s e w i th o u t D A V N P ． I n p ati e n t s w it h D A V N P
，
t h e r e

w e r e sig n i fi c a n t c o r r el a ti o n s b e t w e e n A H a n d t h e a n t e r o g r a d e r e f r a c t o r y p e ri o d s o f t h e f a s t

p a t h w a y くA H v s E R P i r
ニ 0 －

3 7 1
， P く0 ．0 5 a n d A H v s F R P i r ニ 0 ．

4 4 5
， P く0

．
0 1

，
r e S P e C ti v el yJ ，

a n d

b e t w e e n A H a n d A V C L l － 1 くr
ニ 0 ．4 4 0

， P く0 ．0 51 ．

I n 4 6 p a ti e n t s w it h D A V N P
，

a t ri al e x t r a s ti m u l u s t e sti n g i n d u c e d ei th e r n o e c h o e s くg r o u p A i

n
ニ 2 6J ，

Si n gl e at ri al e c h o e s くg r o u p B i n
ニ 7J ，

O r r e P etiti v e r e e n t r a n c e くg r o u p C i n
ニ 1 3J ． F o u rt e e n

。u t O f 2 6 p ati e n t s i n g r o u p A h a d n o v e n t ri c u l o a t ri al くV AI c o n d u c ti o n
，

a n d t h e r e s t i n g r o u p A

h a d i n t a c t V A c o n d u cti o n ． T h e m e a n s h o rt e s t c y cl e l e n g t h w i t h l －1 V A c o n d u c ti o n くV A C L l － り

i n th i s g r o u p w a s 5 2 7 士1 3 4 m s e c くm e a n jI S D l ． I n c o n t r a st
，

a11 2 0 p a ti e n ts w i th e c h o e s くg r o u p B

a n d O h a d i n t a c t V A c o n d u cti o n w it h a m e a n V A C L l － l o f 3 7 2 士5 5 m s e c くp く0 －0 り． R e p et iti v e

r e e n t r a n c e o c c u r r e d o n l y w h e n a n a t ri al e c h o c o n d u c t e d t o th e v e n t ri cl e ． T h e m e a n A V C L l － 1

w a s sig n ifi c a n tl y l o n g e r i n g r o u p B t h a n i n g r o u p C く4 5 4 士7 1 v s 3 7 3 士4 0 m s e c
， P く0 ．0 り．

T h e s e r e s u lt s s u g g e st t h a t D A V N P i s a c o m m o n el e c t r o p h y si o l o gi c a l fi n d i n g i n m a n
， P a r ti c u

－

1 a rly l n p a ti e n t s w it h P S V T ． T h e a b ilit y f o r c o n d u c ti o n t h r o u g h s e q u e n ti al a n t e r o g r a d e sl o w

p at h w a y a n d r e t r o g r a d e f a s t p at h w a y a t s h o r t c y cl e l e n g t h s a p p e a r s t o b e el e c t r o p h y si o l o gi c a l

p r o p e r ti e s p r e d i sp o s e d t o r e p e ti ti v e r e e n t r a n c e i t h a t i s
，
A V N R T i n p a ti e n t s w it h D A V N P ．


